テロメラーゼ依存的腫瘍融解アデノウイルス製剤によるDNA修復阻害を介したヒト癌細胞の放射線感受性増強作用 by Kuroda, Shinji
氏 名
授 与 し た 学 位
専攻 分野 の名 称
学 位 授 与 番 号
学位 授 与 の 日付
学位 授 与 の 要 件
学 位 論 文 題 目












論 文 審 査 委 員 教授 加藤 宣之 教授 金滞 右 准教授 内藤 稔










論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究では､テロメラーゼ特異的腫癌融解アデノウイルス製剤(OBP-301)
の産生産物のひとつであるEIBSSkDa蛋白質が､MRN複合体(Mrell､Rad50
およびNBSlとの複合体)と相互作用を示すことによりMRN複合体の分解を
促進しATMシグナル経路を抑制するという現象に注目して､OBP-301が腫
癌細胞 (ヒト肺癌および食道癌細胞株)の放射線感受性に増強効果を示すか
どうかを検討した｡その結果､OBP-301が DNA修復機構を阻害することに
ょリ腫癌細胞の放射線感受性を顕著に増強させることを証明した｡
本研究は､EIB遺伝子を有する腫痛融解アデノウイルス製剤と放射線との
併用が､有望な癌治療法のひとつになりうることを示した点において価値あ
る業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
